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問　

知
事
の
施
策
に
よ
り
経
済
波
及

効
果
は
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
の

か
。

答　

知
事
就
任
以
来
、
特
に
国
内
外
で

の
観
光
客
誘
致
や
、
全
国
屈
指
の
農
業

県
と
し
て
の
農
産
物
の
販
売
促
進
、
本

県
の
立
地
優
位
性
を
生
か
し
た
企
業

誘
致
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

効
果
と
し
て
は
、

① 

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
料
金
引
下
げ
に

よ
る
、
首
都
圏
全
体
で
の
経
済
波

及
効
果
の
試
算
結
果
は
、
年
間
約

三
百
五
十
八
億
円
。
南
房
総
地
域
へ

の
観
光
客
も
増
加
し
て
お
り
、
本
年

四
月
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
開
業

で
、
約
二
千
人
の
新
規
雇
用
も
生
ま

れ
た
。

② 

成
田
国
際
空
港
の
年
間
発
着
枠

三
十
万
回
化
の
合
意
を
受
け
て
、
日

系
Ｌ
Ｃ
Ｃ
二
社
を
初
め
と
す
る
航

空
会
社
の
新
規
就
航
が
進
ん
だ
。

③ 

百
二
十
社
を
超
え
る
企
業
が
県
内

に
立
地
し
、
企
業
か
ら
の
引
き
合
い

が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

な
ど
が
、
上
げ
ら
れ
る
。

問　
「
防
災
計
画
」
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
は
、
応
急
的
・
復
旧
的
対

策
中
心
か
ら
、
予
防
的
防
災
対
策
へ

と
抜
本
的
に
転
換
す
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

答　

地
域
防
災
計
画
は
、
予
防
・
応

知
事
の
施
策

知
事
の
施
策

防

災

計

画

防

災

計

画

急
・
復
旧
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た

対
策
を
定
め
て
い
る
が
、今
回
の
修
正
に

当
た
っ
て
は
、
命
を
守
る
た
め
の
対
策

を
最
優
先
と
考
え
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
災
害
予
防
対
策
の
充
実
を
図
っ
た
。

　

津
波
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
避
難

の
た
め
の
津
波
浸
水
予
測
図
の
作
成

に
よ
る
市
町
村
支
援
、
防
災
教
育
な

ど
の
ソ
フ
ト
対
策
と
、
津
波
防
護
施
設

整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
組
み
合
わ

せ
た
、
総
合
的
な
対
策
の
充
実
強
化
を

図
っ
た
。

問　

障
害
者
虐
待
防
止
法
の
施
行
に

向
け
て
、
県
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

答　

本
年
十
月
一
日
の
障
害
者
虐
待
防

止
法
の
施
行
に
よ
り
、
県
や
市
町
村
で

は
、
障
害
者
虐
待
が
発
生
し
た
場
合
に
、

立
入
調
査
や
一
時
保
護
等
の
適
切
な
対

応
を
図
る
と
と
も
に
、
障
害
者
虐
待
防

止
の
た
め
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
強

化
、
人
材
の
育
成
、
広
報
啓
発
等
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

県
で
は
、

① 

虐
待
の
対
応
や
虐
待
防
止
の
啓
発

等
を
行
う
「
千
葉
県
障
害
者
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

② 

虐
待
問
題
に
連
携
し
て
対
応
す
る

た
め
、
当
事
者
団
体
、
事
業
者
、
支

援
機
関
等
で
構
成
す
る
「
千
葉
県

障
害
者
虐
待
防
止
連
携
協
議
会
」

の
設
置

③ 

虐
待
対
応
の
最
前
線
に
立
つ
市
町

村
職
員
を
支
援
す
る
た
め
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
、
福
祉
施
設

障
害
者
虐
待

障
害
者
虐
待

等
の
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
の

実
施

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
と
も
、
関
係
機
関
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
法
律
の
円
滑
な
実
施

が
な
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
か
つ
効
果

的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

問　

高
齢
者
人
口
や
認
知
症
高
齢
者

の
増
、
さ
ら
に
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
中
、
今

回
の
条
例
案
を
踏
ま
え
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

答　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備

促
進
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

条
例
案
で
は
、
県
独
自
の
基
準
と
し
て
、

少
な
い
負
担
で
の
入
所
希
望
者
の
要

望
に
応
え
る
た
め
、
一
部
屋
に
複
数
名

が
入
居
す
る
多
床
室
の
整
備
を
認
め

る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
設

整
備
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
の
た
め
、
九
月
補

正
予
算
案
に
お
い
て
約
二
十
四
億
円

を
計
上
し
て
お
り
、
多
床
室
を
併
設
し

た
施
設
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
と
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
積
極
的
に
整
備
を
促
進

し
て
い
く
。

問　

千
葉
県
の
が
ん
の
罹
患
状
況
な

ど
特
性
に
応
じ
た
が
ん
検
診
推
進
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答　

本
県
の
が
ん
の
罹
患
率
の
推
移

を
見
る
と
、
平
成
十
九
年
現
在
、
全
国

平
均
と
比
較
し
て
男
女
と
も
に
全
て
の

部
位
で
低
い
状
況
に
あ
る
が
、
女
性
で

は
乳
が
ん
の
増
加
傾
向
が
顕
著
で
あ

る
。

高
齢
者
福
祉

高
齢
者
福
祉

が

ん

対

策

が

ん

対

策

　

ま
た
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
推

移
で
は
、
平
成
二
十
二
年
現
在
、
全
国

平
均
と
比
較
し
て
、
乳
が
ん
は
高
い
状

況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
乳
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
県
独
自
の
「
乳

が
ん
検
診
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
、

各
市
町
村
に
年
一
回
検
診
や
超
音
波

検
診
を
推
奨
す
る
な
ど
、
国
の
指
針
よ

り
一
層
徹
底
し
た
検
診
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

本
県
の
罹
患
状
況
等
に
応
じ
、
検
診
項

目
の
見
直
し
や
啓
発
、
受
診
勧
奨
な
ど
、

効
果
的
な
検
診
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

問　

県
有
施
設
で
の
利
用
を
可
能
と

す
る
な
ど
、
チ
ー
パ
ス
の
さ
ら
な
る
利

用
拡
大
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

答　

子
育
て
家
庭
優
待
カ
ー
ド
「
チ
ー

パ
ス
」
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
は
、
本
年
七
月
、
約
千
七
百
の
協
賛

店
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
協
賛
店
は

九
月
一
日
現
在
で
二
千
四
百
を
超
え
、

協
賛
店
舗
数
は
順
調
に
拡
大
し
て
い

る
。

　

県
有
施
設
に
お
い
て
は
、
県
立
美
術

館
や
博
物
館
等
で
中
学
生
ま
で
の
料

金
を
無
料
に
し
て
い
る
な
ど
、
既
に
子

育
て
家
庭
等
に
配
慮
し
た
料
金
設
定

を
行
っ
て
い
る
施
設
も
多
い
た
め
、
今

後
さ
ら
に
「
チ
ー
パ
ス
」
に
よ
る
優
待

が
可
能
で
あ
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

県
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る

機
運
が
県
全
体
で
高
ま
る
よ
う
、
今
後

も
引
き
続
き
、
「
チ
ー
パ
ス
」
の
利
用

拡
大
に
努
め
て
い
く
。

問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
進
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

チ

ー

パ

ス

チ

ー

パ

ス

再

生

可

能

エ
ネ
ル
ギ
ー

再

生

可

能

エ
ネ
ル
ギ
ー

を
目
指
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

県
で
は
、
本
年
三
月
、
「
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
・
既
存
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
高
度
利
用
に
係
る
当
面
の
推
進
方

策
」
を
策
定
し
、
庁
内
横
断
的
な
体
制

に
よ
り
、
太
陽
光
や
小
水
力
な
ど
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、

① 

民
間
事
業
者
や
市
町
村
が
進
め
る

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
支
援

② 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
に
対
す

る
補
助

③ 

県
有
資
産
の
活
用
の
検
討

な
ど
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
確

保
や
環
境
負
荷
の
低
減
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
県
内
に
お
け

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
普

及
・
促
進
に
努
め
て
い
く
。

問　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
が

平
成
二
十
五
年
三
月
末
に
期
限
を
迎

え
る
予
定
で
あ
り
、
中
小
企
業
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後
、
県
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。

答　

国
が
四
月
に
公
表
し
た
「
金
融
円

滑
化
法
の
最
終
延
長
を
踏
ま
え
た
中

小
企
業
の
経
営
支
援
の
た
め
の
政
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
の
中
で
は
、
地
域
ご
と
に

事
業
再
生
支
援
の
強
化
を
図
る
た
め
、

出
資
や
債
権
買
取
り
の
機
能
を
有
す

る
事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
を
促
進

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
六
月
の
関
係
機
関

を
集
め
た
会
議
に
お
い
て
、
県
内
金
融

機
関
か
ら
県
に
対
し
フ
ァ
ン
ド
設
立
に

向
け
て
協
力
要
請
が
あ
り
、
こ
の
九
月

議
会
に
県
負
担
一
億
円
の
予
算
案
を
提

出
し
た
。

　

今
後
、
速
や
か
に
、
県
内
金
融
機
関
、

中
小
企
業
支
援

中
小
企
業
支
援

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
と
連
携
し
、

総
額
二
十
億
円
規
模
の
フ
ァ
ン
ド
を
、

年
内
に
設
立
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

県
と
し
て
は
、
こ
の
事
業
再
生
フ
ァ

ン
ド
を
は
じ
め
、
既
存
の
各
種
施
策
を

最
大
限
活
用
し
て
、
国
、
金
融
機
関
等

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
で
き
る
限

り
多
く
の
中
小
企
業
の
経
営
改
善
・
事

業
再
生
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
を
初
め
、
県
内

ジ
オ
パ
ー
ク
育
成
の
た
め
に
資
金
的

な
助
成
を
含
め
、
支
援
策
を
強
化
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
を
初
め
、
県
内

に
存
在
す
る
す
ぐ
れ
た
地
質
遺
産
は
、

本
県
観
光
の
魅
力
を
高
め
る
地
域
資

源
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
、
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た
こ
と

は
、
地
質
遺
産
と
し
て
の
価
値
と
と
も

に
、
ジ
オ
ツ
ア
ー
の
実
施
や
Ｐ
Ｒ
活
動

と
い
っ
た
地
元
銚
子
市
や
関
係
者
の
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、

認
定
後
に
お
い
て
も
、
さ
ら
な
る
積
極

的
な
活
動
を
期
待
し
て
い
る
。

　

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
以
外
に
も
県
内

に
は
す
ぐ
れ
た
地
質
遺
産
が
残
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
他
県
の
取
り
組
み
事

例
等
を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
関
係

市
町
村
等
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

県
産
農
産
物
の
加
工
・
販
売
に
つ

い
て
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

生
産
者
が
農
産
物
の
生
産
か
ら

加
工
、
販
売
ま
で
一
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
農
産
物
の
付
加
価
値
を
増
大

ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
パ
ー
ク

農

産

物

農

産

物

さ
せ
、
生
産
者
の
所
得
の
向
上
と
経
営

の
安
定
を
図
る
上
で
、
極
め
て
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

　

県
で
は
、
農
産
物
の
加
工
に
取
り
組

む
生
産
組
織
の
育
成
や
、
加
工
技
術
の

指
導
、
必
要
な
機
械
等
の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
や
食
品
関

連
企
業
な
ど
で
構
成
す
る
協
議
会
を

組
織
し
、
新
た
な
加
工
品
の
開
発
や
販

路
開
拓
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
サ
ツ
マ
イ
モ
や
メ
ロ
ン
の
ペ

ー
ス
ト
な
ど
、
地
域
の
代
表
的
な
農
産

物
を
加
工
し
た
商
品
が
開
発
さ
れ
、
地

域
特
産
品
の
商
品
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

今
後
と
も
、
生
産
者
団
体
、
食
品
関

連
企
業
と
の
連
携
を
密
に
し
、
県
産
農

産
物
の
加
工
・
販
売
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。

問　

児
童
生
徒
に
規
範
意
識
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
た
め
、
学
校
で
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

本
県
で
は
、
教
育
振
興
基
本
計
画

で
、「
道
徳
性
を
高
め
る
実
践
的
人
間

教
育
の
推
進
」
を
施
策
と
し
て
掲
げ
、

規
範
意
識
の
涵
養
や
社
会
性
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
学
級
活
動
や
学
校

行
事
、
道
徳
等
で
の
体
験
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
と
お
し
て
、
他
者

へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
み
、
集

団
や
社
会
の
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
の
必
要

性
や
意
義
を
理
解
さ
せ
、
み
ず
か
ら
判

断
し
、
適
切
に
行
動
し
よ
う
と
す
る
態

度
を
育
て
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　

思
い
や
り
の
気
持
ち
や
規
範
意
識

を
育
む
こ
と
は
、
い
じ
め
問
題
解
決
の

た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
も
、
学
校

と
家
庭
や
地
域
が
連
携
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。
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